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大きなボリュームの防
災計画内容を精査、評
価するためには、
実際の防災訓練を実践
的に全市をあげて実施
する以外に方策はない
と思います。

市全体での訓練が出来ない
のなら、市役所の機構や業
務の速やかな見直しが必要。



テントはエコノミー症候群
対策にも配意したものです。
またペット同伴避難も可能
となります。



緊急医療施設の設置は、医師の確保、医
療施設や医薬品の確保が大前提。
それが有事に配備される保障はなく、実
現は極めて困難。
現実的でない現在の市の取組みは直ちに
見直し、本件を前向きにとらえて欲しい
ものです。

柏市が本件に対して
真剣に向き合うよう
要望します。



その他の要望・見直し
✓市民防災力の調査と検証（自助・共助）
✓災害有事のふるさと協議会の役割見直し（共助）
✓市役所職員の防災意識向上（公助）

能登半島地震は決して対岸の火事ではない
ハズ。
行政には市民に伝わる熱意がもっと欲しい。
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